
 
 

    

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

新
入
職
員
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
で
緊
急

事
態
宣
言
が
全
国
に
出
さ
れ
、
学
校

も
休
校
が
続
い
て
い
ま
す
。 

各
職
場
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い
と

思
う
ば
か
り
で
す
。 

大
変
な
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
保
育
園
の
状
況 

 

年
度
当
初
の
提
出
物
の
職
場
要
求

書
、
ク
ラ
ス
名
簿
な
ど
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
保
育
士
２
７
名
、
栄
養

士
１
名
の
新
規
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

      

今
ま
で
の
臨
時
職
員
は
会
計
年
度

任
用
職
員
と
な
り
２
週
間
の
待
機
は

な
く
な
り
ま
す
。 

 

保
育
園
は
４
月
中
旬
に
登
園
自
粛

が
出
さ
れ
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ
て

い
ま
す
が
、
過
密
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
保
育
し
て
い
ま
す
。 

 

食
事
の
時
は
子
ど
も
同
士
の
間
隔

を
開
け
る
と
か
、
園
内
の
消
毒
も
数

回
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
休
園
要
請
が
出
さ
れ
出

勤
人
数
を
減
ら
し
、
在
宅
勤
務
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

普
段
な
か
な
か
出
来
な
い
手
作
り

お
も
ち
ゃ
や
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す 

 

＊
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
・
・
・ 

 

今
年
度
は
宮
２
、
本
町
、
行
田
、

三
山
、
夏
１
、
高
根
台
で
す
。 

連
絡
会
の
司
会
や
組
合
行
事
の

運
営
な
ど
の
お
仕
事
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
５
月
の
連
絡

会
は
中
止
に
し
ま
す
。 

 

＊
月
刊
誌
「
ち
い
さ
い
な
か
ま
」 

 

ま
だ
注
文
で
き
ま
す
。 

今
年
の
発
達
の
連
載
は
『
２
歳
児

の
発
達
と
保
育
』
で
す
。 

１
年
間
の
連
載
に
な
り
ま
す
。 

特
に
今
、
学
習
会
や
研
修
も
中
止
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
学
べ
る
雑
誌
で
す
。 

ぜ
ひ
購
読
お
す
す
め
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

＊
放
課
後
ル
ー
ム
の
状
況 

 

保
育
園
と
同
様
に
休
所
要
請
が
出

さ
れ
、
過
密
状
態
も
な
く
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

校
庭
、
体
育
館
、
学
校
の
施
設
も

一
部
使
え
ま
す
。 

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

今
年
か
ら
主
任
制
度
を
設
け
ま
し

た
が
、
研
修
は
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

＊
連
絡 

 

毎
年
、
天
沼
公
園
で
行
わ
れ
て
い

る
メ
ー
デ
ー
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
に
予
定
し
て
い
た
福
祉
施
設

支
部
の
支
部
総
会
は
中
止
に
し
ま
し

た
。 

 

議
案
書
案
と
職
場
要
求
書
案
は
各

職
場
に
届
け
ま
す
の
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
組
合
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。 

職
場
周
り
の
時
に
や
り
と
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
状
況
の

中
で
、
職
場
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
組
合
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

2020年 4 月 24 日（金） 
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船橋市職労福祉支部 

発行責任者  土佐千代子  



新型コロナウイルス感染症に関する対応について 

厚生労働省が令和２年２月２５日付けで発出した『新型コロナウイルス感染症対策の基本方針』によると、 

新型コロナウイルスの感染拡大防止策として、「時差出勤」、「発熱時の風邪症状がみられる場合の休暇取得」、 

「患者クラスター（集団）発生時の施設の休業」等が示され、感染拡大を防止するための措置が記されてい 

ます。抜粋してお知らせします。 

 

・職場における感染や事業を通じた感染を防ぐための注意点 

・通勤時の人混みを避けるため、変則勤務の積極的な活用を促す。 

   平成３１年４月２４日付、船職員第２８６号、「変則勤務制度の導入について（通知）」（下記参照）で 

通知している、変則勤務制度は、新型コロナウイルスの感染防止の観点から有効と考えられるため、所 

属職員が変則勤務を希望する場合においては、業務に支障のない範囲内で活用いただきますようお願い 

いたします。 

  ＊満員電車を利用している職員については、感染リスク低減の趣旨を踏まえ、積極的に変則勤務の活用を図っ

てください。 

 

・学校や保育所の臨時休校等により子等の世話のため出勤できない場合 

    

 

 

 

 

   

  備考：対象となる子は小学生以下（特別支援学校に通う子にあっては高等部以下）に限ります。 

     （配偶者と同時取得不可。配偶者が育児休業中の場合も取得不可） 

   

 

また、令和２年４月１４日付けで出された、庁内における新型コロナウイルスの感染防止対策について 

（依頼）に変則勤務と併せ、交代勤務に関する取り組みが記されています。以下抜粋します。 

 

・交代勤務について 

〈概要〉 

   新型コロナウイルス感染防止対策として、職場内での「三つの密」を防ぐため、職員が交代で勤務すること

により、通常の執行場所に勤務する職員の縮減を図ります。 

 〈対象職員〉 

   会計年度任用職員を含む全職員 

 〈取り組み内容〉 

   ・交代勤務を通じて、職場に出勤する職員数を原則、半数に縮減します。 

   ・職場に勤務しない職員は、在宅勤務の取り扱いにします。 

   ・在宅勤務の業務内容については、各所属の業務内容に応じて、所属長において判断してください。 

 

＊不明な点は職員課に問い合わせてみてください。みんなで力を合わせて乗り越えましょう。 

区分 常勤・再任用職員           非常勤職員・会計年度任用職員 

休暇 

種別 

職務専念義務免除 

期間 必要と認める期間 


